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 2004年新潟県中越地震の3年後の本年7月16日に2007年新

潟県中越沖地震が発生した．本論では，これまで被害地震の活

動が知られていなかった当地域で，なぜこのように時間的，空

間的に近接して発生したのかという疑問に対して，歴史地震に

関する知見をもとに地震テクトニクスの立場から答える． 

1670 年西蒲原地震，1762 年佐渡沖地震の震央はこれまでの

位置から大きく修正され，前者は越後平野中央部，後者は1964

年新潟地震の震源域近くであったことが分かった〔河内・大木

（1996），河内（2000）〕．日本海東縁の地震の震源域が北北東

− 南南西方向に細長い長円形を示すことはよく知られている．

そこで，1600年以降の被害地震の震源域を概ね震度6域やマグ

ニチュードからこの形状に近似して表した（図１）． 

日本海東縁では越後平野中央部と庄内平野で次の地震発生

のポテンシャルが高まっている． 

 

 

  Ａ：粟島周辺 

A1  1762  佐渡沖 Ｍ7.2 

A2  1833  庄内沖 Ｍ7.5 

A3  1964 新潟   Ｍ7.5 

  Ｂ：越後平野 

B1  1670  西蒲原 Ｍ6.8 

B2  1828  三条  Ｍ6.9 

（B'3 2007  中越沖 Ｍ6.8） 

  Ｃ：信越県境 

C1   1666  高田  Ｍ6.8 

C2   1751  高田  Ｍ7.2 

C3   1847  高田  Ｍ6.5 

（C'4  2004  中越  Ｍ6.8） 

 Ｄ１庄内，Ｄ２象潟， 

 Ｄ３庄内     

 E：佐渡小木  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 日本海東縁南部の過去４００年間の主な被害地震．A,B,C

は南北に延びる地震帯を胴切りしたセグメントを表している． 
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